
1

光トポグラフィ装置



Hb Hb

精神科領域ではうつ症状の鑑別診断補助などに
保健適応



１-１ 原理
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２波長を使用し、ｵｷｼ､ﾃﾞｵｷｼ ﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝの
濃度変化を計測
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大脳皮質の何をみているのか？
　　　脳活動に伴う相対的な血中ヘモグロビン濃度変化を計測

脳活動

ﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝ濃度(増)

光吸収量（大）



１-２　光トポグラフィ装置の特長 
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・多様なｼﾁｭｴｰｼｮﾝ（座位、立位、臥位）で計測可能

・装着が容易（準備時間5分）

・非侵襲計測（乳幼児からｼﾆｱまで繰り返し計測可能）

・特別な設備（遮光、ｼｰﾙﾄﾞなど）は不要

成人計測幼児計測計測風景



２-１　光トポグラフィー検査とは　
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あいうえお・・・
３０秒

あいうえお・・・
７０秒

「え」えんぴつ、えのぐ・・・
頭文字３種類計６０秒

１ ‘始め’の合図で
「あいうえお」をゆっくり
繰り返してください

２ つぎに、「え」で始まる
言葉を言ってください。
頭文字は3種類呈示されます。

３ 最後にもう一度
「あいうえお」を繰り返し
言っていただきます

脳が反応

日本語の発音

検査時間は約３分　準備を含めて10～15分



1- 応用

の診 分 に応用が

・ 精神科
適用 00点or200

パ

理

乳幼児、ADHD(注意欠陥多動

、

・ ビ ション科
、 、言語 の効果 評価

・ 小児科.
等の計測

・ 神経内科
認知症



2- 有用性

病状理解の促進

診断の正確性向上

客観的な指標

74.6

できました。 (東京大学医学部附属病院HPより抜粋)


